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【第 1回定例会報告】 

   初日は、令和 3年度一般会計補正予算第１１号

で、国の介護職、保育士等処遇改善対策が決まり、

民間保育園の施設長以外保育士・栄養士・事務職

員、非常勤職員への月額給料上乗せなどが可決さ

れました。 

   3/17から 3日間「令和 4年度予算特別委員会」

が開かれました。総額 313億 2千万円、主な内容と

して小中学校への再生可能エネルギー切り替え、

小学生の医療費全学年まで無料、就学援助拡大、

(仮)駒井町公園の用地取得開始、公民館・地域セン

タ Wi-Fi(一部)導入などが計上されました。生活者ネ

ットワークは 9 ヶ月漏水が放置されている狛江団地

商店会の漏水について、「人に優

しいまち狛江」として東京都に対し、

早急に漏水を止める処置と市民と

の話し合いの場を設けることを要

望。 H PVワクチン接種(QR コードでリーフレット確

認できます)をしても子宮頚がん検診は必要である

こと、各小学校での放課後クラブの環境整備、三小

知的障がい児サポート研究終了後の対応などを確

認しました。予算特別委員会では一般会計と国保

税会計で、国保税の値上げを見送るなどの組み替

え動議が出されましたが、生活者ネットワークはす

べての原案に賛成。予算委員会としても賛成多数で

原案が可決されました。（最終日 3／30） 

【一般質問】 

1.安心安全な給食を！～ゲノム編集食品を給食に

使わないことを要望        

狛江市立小中学校では 2001年より「学校給食物

資規格表」に基づき、毎学期登録業者よる食品選定 

 

 

 

 

が行なわれています(米、パン・麺、牛乳、青果以外)。

規格表には当初より「遺伝子組み換え食品を使わ

ない」と明記され、2016年の改定では全ての食品に

ついて「原則、国内産」「期限表示期間を十分に残し

たもの」が追記され食品添加物も使わない方向が示

されています。2020年 12月、国内初のゲノム編集

食品である高 GABA トマトの届け出が国に提出され

ました。国はゲノム編集食品を遺伝子「組み換え」で

はなく「改変」とし、影響評価や表示義務など規制が

ないまま、栽培と販売を解禁していますが、人体や

環境への影響は不透明です。給食に「ゲノム編集

食品を使用しない」と規格表に明記することを求め、

慎重に対応を考えるとの答弁を得ました。また、給

食の牛乳の飲み残しは 1日平均小学校で 50本

(1.3%)、中学校で 230本(16.1%)が廃棄されていること

がわかり、子どもたちとともに対応を考えることを要

望しました。地場野菜導入については、小平市の野

菜提供農家への補助金制度を紹介し、農地を守る

観点からも給食への導入拡大を求めました。 

第 2問 デジタル改革関連法への対応 

～どうなる？狛江市個人情報保護条例 

 

第 3問  狛江市居住支援協議会に、生活支援な

ど福祉の視点を💛 民間の居住支援法人が行ってい

る、相談・見学・契約時の同行、引越し支援、緊急連絡先

の提供、入居後の生活支援コーディネート、トラブル相談

などのフォローも必要であることを訴えました。 
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